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町の人口

8月31日現在

世帯数 2. 9 1 3 
男 6.1 2 9 
立 6.3 4 1 
総人口 1 2. 4 1 0 
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UI1密輸時髄…関税雲問問
収
穫
の
よ
ろ
こ
び

十
月
の
こ
と
を
陰
暦
て
「
神

無
月
(
か
ん
な
づ
さ
)
一
ど

い

リ
ー
す
。
日
本
中
の
神
さ
ー
が

出
雲

の
留
に
集
る
の
て
地
方
の

神
さ
ま
は
全
部
お
る
す
に
な
っ

て

L
三
、
フ
ど
い
う
こ
ピ
か
ら
で

~ ， 
o 空

高
(
す
み
わ
た
り
、
黄
金

の
稔

宙
を
わ
た
る
そ
よ
風
も
心

よ

(
、
み
の
り
の
秋
を
辺
一
え
て

農
家
の
表
情
も
明
る
い
。

お
か
げ
て
台
風
の
被
害
も
軽

(
て
す
λ
、
苦
労
の
か
ひ
が
み
の

っ
た
こ

の
喜
び
を
感
謝
す
る
。
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時
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出

時
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長

-骨

だ

し
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4
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会
事
』
し
隊
に
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一J
(

空

間

入

な

球

と

t
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一
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自
で
は
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を

一

の

日
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語
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の

す

山
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避

さ

勉
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こ

窓

J
門

学

原

該

医

レ
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唄

主
甲
小

富

密

春

置

の

に

7
J

べ

金

正

自

の

感

も

会

出

ad
今

神
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こ

に
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費
L-t叉
濯
で
町
日
{
邑
詰
の
崇
堂
に

ふ
さ
わ
し
い
も
の
に
な
り
ま
す

連
軍
一
圏
諸
は

}
八
六
六
五
万

メ
ー
ト
ル
で
坪
に
な
お
す
と
五

六
回
耳
で
す
。

庁
舎
の
市
は
一
三
メ
ー
ト
ル

呈
さ
は

E
司
メ
ー
ト
ル
世
間
さ
ば

三
階
迄

一
O
‘
五
メ

i
ト
町
、

界
記
~迄

一
六
、
六
五

〆
i

L

U

で
寸
'
J

注

E
E
で
の
特
徴

は一

時間白
日
ょ
げ
を

鴨
川担
二
法
心
部
一
聞
に

器出~ (軍86号]:ロナ山

法第工事=大友注業株式会社

宅景工事=召光立気古式全立

暖第培i非 lÍ'Z~若生主唱は 北主義工建設工主京

で定行することになOました

【写真=序舎実或予想@} ・ 》

控工具昔すヱ

ベ
ラ
ン
J

タ
ー
を
ち
江
付
、
日喧
t

長
は

重
油
ス
チ
ー
ム
国
司
書
で
便
所
は

水
洗
式
で
あ
り
ま
す
。

一
若
は
住
一
丘
町
利
置
を
考
躍

し
出
桐
室
、
開制軒
、
建
設
、
畏

生、

重
量
、

工
治
改
良
、
水
道

室
由
名
言
由
ほ
か
‘
町
長
相
渓

室
を
設
け
サ
ー
ビ
ス
を
主
体
と

し
て
豆
置
が
な
さ
品
て
い
ま
す

二
諸
に
町
長
室
、
助
役
京
、

企
一
直
結
曹
の
各
室
を
は
じ
め
固

定
式
議
事
堂
、
議
会
関
係
議
長

君
主
ざ
一
賃
金
宝
な
ど
で
す
。

三
階
は
ま
習
芸
員
会
、
座
長

委
員
会
町
名
事
技
宝
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

-

そ
の
ほ
か
大
小
会
議
室
を
設

，

け
て
お
哩
港
星
に
は
展
望
宮
主

-u
a，

と
っ

て
お
り
ま
す
@

H

町
長
相
談
室
μ

町
長
栢
訟
は
必
ず
ご
返
事
を

さ
し
あ
げ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。ご
相
談
に
な
り
た
い

こ
と
、

ご
宜
見
ご
希
望
を
お
寄
せ
下
さ

、。し

門
写
真
目
緯
畏
さ
ん
よ
り
説
明

を
う
け
る
母
の
会
員
]

H

落
成
を
祝
う
産
業
会
館
μ

九
月
十
八
日
午
州
十
}
持
か

ら
会

主
町
屯
望
主
詰
乃
落
戎
式

が
官
住
友
な
っ

た
同
会
話
文
会
議一

室
に
於
て
来
笠
な
ど
約
百
二
十

人
が
出
惜
し
て
明
か
れ
ま
し
た

工
事
授
は
六
百
百
円
で
近
の
補

助
吉
二
十
万
円
可
占
有
効
三
百

万
円
、
宵
ヘ
十戸
j

I
，が
4
1
工
会

の
自
i
u
H
留
で
定
戒
し
た
も
の

日
坤
設
は
階
下
一
三
九
平
方
メ

ー
ト
ル
(
回
二
、
。
λ
喧
l
d

階
上
二
江
田
、

人
四
手
方
メ

ー
ト
ル
〔
四
六
、
八
四
呼
)

今
後
は
町
の
産
主
セ
ン
タ
ー

と
し
て
又
謹
荒
団
悼
の
融
合
の

司場
と
し
て
利
用
さ
れ
る
も
の
で

【写
真
H
産
車
会
舘
の
落
成
弐
】
活
動
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

S恥

示

'叫

七
日

n埴
土
木
一
帯
怪
委
員

一

行
捜
索
。
た
由

九
E
U
道
開
発
局
本
毘
河
川

計
直
係
長
、
函
館
開
開

発
建
設
部
中
川
管
窃

揮
官民
主
苔
打
A
=
せ
白

t
品。

N
E
E柳

川
、
大
久
保
先
生
-ア

ジ
オ
体
出
の
ゐ

+
二
日
N
八
雲
磁
的
持
長
晋

任
あ
い
さ
つ
白
た
晶
'

十
三
日
目
H
E
C
古
田品
氏
業

事
打
合
せ
由
た
泊
。

萱
媛
大
学
笠
反
田
、

長
野
両
氏
極
川
町周
乳

洞
謁
査
の
た
め
。

+
五

E
U
北
桧
山
社
会
福
祉

事
wm所
長
事
啓
打
合

せ
の
た
め

十
七
自
信
山
正
一
庁
初
出
拓
鑓

課
長
打
合
せ
占
た
め

二
十
四
日
H
道
民
生
部
時
耳
目

技
諸
外
三
宮

=
+
六
日

H
遊
詩
発
建
設
部

呈
骨
内
捜
索
白
た
め
d

こ
+
七
日
H
桧
山
王
庁
草
子
一

休山崎
w

諜
晃
悼
輩
樟
寸法

一

改
善
打
告
白
た
め

一

二
十
八
日
H
上
司
大
学
底
客
一

教
浸
観
光
診
断
の
為

一



自

衛

隊

が

援

助

宮
坂
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路
改
良
工
事
は
か
ど
らる
H

三

員
外
十
一
名

t.フ
ル
ド

I
ザ
や

ス
タ
レ
バ

ー
の
重
屯
随
一
眉
を
つ

か
っ
て
十
月
中
旬
ま
で
し
あ
げ

る
?
?
令
二
で
A
3
q

自
衛
法
が
や
っ
て
く
れ
る
工

事
は
延
長
四
六

O
メ
i
r
ル
巾

白
メ

ト
ル
に
わ
た
っ
た
改
良

で
こ
の
工
事
を
自
衛
隊
に
や
っ

て
も
ら
う
こ
と
に
よ
り
約
四
百

万
円
の
可
賓
が
節
約
さ
れ
る

4

と
に
な
り
ま
す
。

も
し
人
で
や
る
と
す
る
と
一

方
=
千
人
が
い
る
計
算
と
な
り

ま
す
。宮
成
道
路
は
久
し
く
地
元
が

改
良
を
ま
ち
望
ん
で
い
た
も
の

で
こ
の
一
点
良
に
よ
り
町
長
の
逗

祉
は
い
よ
い
よ
高
ま
る
こ
と
に

な
り
ま
す
A
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持
E
部
亘
の
懸
突
で
あ
り
ま

し
た
宮
坂
近
路
J
改
良
工
事
が

自
衛
州
市

RUE量
悼
包
括
に
よ
り
急

ぜ

y
チ
で
叫
ん
包
め

b
れ
て
い
ま
す

工
事
は
一
泊
翠
三
一
一

地
区
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詮
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ょ
、り派
遣
さ
札
七
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円写
真
日
活
認
す
る
重
量
握
接

い
つ
ま
で
も

お

元

気

で

八
束
の
敬
老
会

八
主
婦
人
会
主
催
に
よ
る
部

落
敬
老一
会
は
九
月
包
5
八
点ー小

学
民
生
育
鐘

E
tて
芸
大
に
開

か
れ
ま
し
た
。

血
圏
薬
学
園
生

-rも
・
混
-hv、
で

汗

b
，ら

ど

ら

九
月
十

一
B
か
ら
+
八
日
ま

で
八
日
窃
手

金
町
農
業
芋
酒
の

作
晃
夜
司
運
動
が
行
な
ー一わ
れ
ま
し

た
。

t

作
葉
町
内
容
は
訂
か
ら
奴
寝

芋
に
入
っ
た
い
も
萄
ワ
で
持
E

万
一
回
に
出
動
、
若
さ
に
あ
必
れ

る
宝

園
生
。
活
動
は
め
さ
ま
し

い
も
の
が
あ
っ
た
。

作
主
の

ιら
い
は
勤
方
を
尊

ぶ
品
教
と
責
任
ー
と
協
同
に
自
再
開

を
お

F
実
廃
し
た
ら
の
。

公
民
館
、
俣
育
一
所
に
全
容
し

叫
一
寝
室
宮
を
か
ね
た
自
炊
に
戦

五
時
記
王

}
E
自
作
業
時
間
ず

持
簡
の
強
作
業
に
汗
だ
く
だ
く

「
人
宝
七
十
百
来
持
な
り
」

を
い
わ
れ
る
が
、
さ
す
が
E

一旦
生

者
部
謡
だ
け
に
七
十
才
49m
一の

お
と
し
よ
り
=
一六
包
が
抱
一
0
.

こ
の
E
は
、
安
富
町
長
.
河
謀

議
長
も
忙
F

か
し
い
日
程
に
も
拘

ら
ず
か
け
つ
け
、
咽同
d

悶
の
功
労

を
た

t
え
る
と
共
に
い
つ
ま
で

も
お
幸
福
に
星
生
ま
し
て
下
さ

い
と
提
詩
が
且
べ
ら
れ
主
し
た

お
と
し
よ
り
遣
は
、

心
づ
く

し
の
料
理
に
舌
つ
づ
み
壬
う

ち

婦
人
会
、
荷
量
、
可
愛
い
子
ち

ゃ
ん
の
演
芸
に
艇
を
組
め
る
な

ど
業
し
い
一
田
幸
』
し
ま
し
た

こ
の
稼
動
代
金
八
万
九
干
円
と

な
っ
た
。
こ
の
盟
周
目
冬
期
間

の
合
宿
泊
悶
寄
に
あ
て

b
れ
る

【写
真
H
学
園
生
の
作
業
風
畢

?3tO 
Q ・

!5: 
i清!
?水 i
l と Z

iん!
iへ;

国
や
町
の
行
っ

て
い
る
仕
事

に
対
し
て
不
利
益
の
取
設
い
や

不
満
は
遠
慮
な
く
行
丘
用
談
員

に
ご
惜
議

F
さ
い
ζ

な
ん
で
も
無
料
で
、
し
か
も

話
奮
を
守
っ
て
掴
設
に
由
っ
て

く
れ
ま
ず
。

又
毎
月
五
日
を
同
談
日
と
し

て
岳
民
館
に
於
て
午
前
九
時
か

ら
午
後
一
-
ロ
時
ま
で
園
開
設
し
て
い

ま
す
。
相
談
員
調
水
豆
義

0'込互E孝司ト 2
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て
も
制
限
を
加

え
て
こ
ら
れ
ま

し
たごこ
の
結
果
市
町
村
に
お
い
て

も
従
来
の
よ
う
な
吉
田
な
課
税

は
で
き
な
く
な
っ
た
の
で
す
e

さ
て
当
-b
i
金
町
の
町
長
ι

一視
で

す
が
只
今
卓
べ
ま
し
た
設
の
改

正
に
よ
り
最
高

に
つ
い
て
は
制

限
白
て
五
倍
を
誤
用
し
ま
し

た
が
こ

れ
で
も
当
初
予
算
に
お

い
て
前
年
の
所
得
に
比
転
L
て

約
二
百
万
円
巴
軽
援
と
な
り
ま

し
た
ε

税
率
の
引
下
げ

と
の
藍
会
主
る
九
月
三
日
白

可
態
全
)
町
長
田
企
約
ど
お
り

税
一年
一一
を
さ
ら
に

て

三
倍
に
引

下
げ
約
百
六
十
万
円
白
鼠
震
を

行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
g

亡
の
援
裂
に
対
す
る
調
整
は

普
通
徴
収
分
は
第
三
期
で
特
別

徴
収
分
は
量
柊
耗
付
の
月
て
夫

々
実
旋
す
る
予
定
で
す
@

一

の

比

一

月

知

一

今

お

ぐ
っ
と
安
く
な
っ
た
町
民
税

い
ま
ま
で
の
市
町
村
民
税
は
す
e

市
町

村

ご

と

に

税

白

負

担

が

変

欠

か

ん

の

是

正

っ

て

お

り

ま

し

た

固

と

の
よ
う
に
市
町
村
の
自
由

市
町
村
の
財
政
由
事
情
等

巨

に

よ

ヲ

て

税
金
を
か
け
る
こ
と

よ
り
、
税
を
か
け
る
万
法
(
註
は
住
畏
白
負
担
か

b
い
っ
て
も

こ
れ
を
専
門
的

に

云

い

ま

す

と

よ

く

な

い
こ
と
で
あ
り
文
説
の

本
文
方
式
と
但
し
ぎ
方
式
に
分
本
旨
に
も
反
す
る
こ
と
で
あ
り

れ
て
い
ま
す
。
)
と
か
ま
は
説
ま
す
の
で
国
に
お
い

て
も
こ
の

率
白
き
め
方
が
そ
田
市
町
村
の
欠
か
ん
を
是
正
す
べ
く
三
十
九

任

意

で

よ

か

っ

た

自

で

す

。

年

度

か

ら
税
の
改
正
に
若
手
し

そ
の
た
め
財
政
等
の
悪
い
市
た
り
で
す
。

町
村
は
い
き
お
い
税
収
に
依

存

従

っ

て

草
缶
度
か
ら
は
課
税

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ

と

と

方

法
の
統
一
戸
註
従
来
こ
う
の

な
り
、
こ
の
よ
う
な
市
町
村
は

際
秩一
方
法
を
一
つ
に
し
ま
し
た

高
い
税
金
を
か
け
て
い
た
白
で
)
と
か
鞍
芝
居
定
め
方
に
つ

い

一

健

康
で
文
化
的
な
生
活
を
す

H

秋
の
大
揺
除

品
包
括
導
日
程

十

月

大

白

神

丘

一
円

+

る
た
め
郷
土
を
美
し
く
す
る
蓮

月

白

地

区

名

+

月

完

E

八
束
白
石

一
円

日

日
動
を
展
開
す
る
こ
と
に
な

り

ま

+

H

+
一U

菱

自

門

河

+

月

一

奇

自

金

原

一

円

一

し
た
e

期
間
は
+
b
n
一
ヶ
月
間
十
月
士
百

花

石

+
月
-
一宇
一
日
豊
田
、
春
日

井

+

一
く
ら
し
の
中
心

¥
/
¥
/
¥
/
¥
/

¥

/
¥
/
¥
/
¥
/

+

月

ニ

主

日

一

…

と
な
る
む
は
軍

V

郷

土

を

美

し

く

す

る

運

動

、

〈

今
金
市
街
…

一
庭
生
活
で
あ
り

/
¥
/
¥
/
¥
/¥

/

¥
/
¥
/

¥
/
、

農

村

一

'
軍
庭
の
住
居
が
基
礎
と
な

る

の

十

月

芝

日

中

里

T
月
一
吉
百
包
影
、
八
鈴
、

宇

h

で
秋
の
大
掃
除
を
一

斉

に

実

施

十

月

芸

日

住

吉

田

代

、
豊
畳
、

川

一

L
軍
星
内
外
の
美
化
を
は

か

つ

半

月

+

言

種
川
地
区

一
円

罪、
昇

…

一

て
下
き

い

。

十

月

丈

日

畏

種

川
、
光
台
+
月
-
一
宇
Z
E
-E

進

山

"・2a
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J 、
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H

由
民
年
金
の
か
け
金
(
二
期
分
)
は

十
月
中
に
納
入
を
H

由
民
年
金
の
か
け
金
の
結
婚

霞
は
、
恒
一
臣
庖
に
な
っ
て
お
り

信
月
分
か

b
六
月
分
仕
七
月
ま

で
、
七
月
分
か
ら
九
月
分
は
!?

月
ま
で
、
十
月
分
か
ら
十
二
月

分
は

Z
Aま
で
、
一

月
分
か
ら

三
月
分
目

E
Aま
で
に
納
め
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

将
来
よ支
給
さ
れ
る
年
金
額
は

か
け
企
を
納
め
た
実
績
に
よ
っ

て
A
R
め
ら
れ

ま
す
か
ら
、
せ
っ

か
く
加
入
し
て
い
て
も
長
い
面

持
や
し
た
ま
ま
放
っ
て
お
く
と

年
金
を
も
ら
え
な
く
な
っ
た
り

ま
た
、
も
ら
え
て
も
少
な
い
額

し
か
支
給
さ
れ
な
い
と
と
に
な

⑧

秋

を

彩

る

⑧
文

化

祭

畳
作
を
祝
い
ム
」1
企
む
秋
を
彰

る
文
化
祭
が
次
の
よ
う
に
行
な

わ
れ
る
‘
』
と
に
な
り
ま
し
た。

一
小
中
高
絞
生
絵
画
、
書
道
展

・
期
日
日
月

1
E
t
u
月

3
日

・
会
場
企
畏
館
講
室
、
日
本
間

・
共
催
今
金
町
通
告
P
T
A

-
そ
巴
他

出
口
白
書
に
は
参
加

貰
を
趨
呈

二
、
菊
花
、
鉢
議
草
木
類
、
盆

栽
珍
木
草
展

・
第
百

日
月

1
E
t
n月
3
白

川別申
込
は
凶
月
潟
官
岳
民
舘
迄

り
ま
す
e

で
す
か
ら
、
か
け
金
は
め
ん

ど
う
が
ら
ず
必
ず
結
期
限
ま
で

に
H

閉
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

ま
た
、

つ
ご
う
で
か
け
金
を

納
め
ら
れ
な
い
場
合
は
、
免
除

制
度
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
役
場

w
h

包
相
談
く
だ
さ
い
a

か
け
童
を
免
除
さ
れ
て
も
半

額
は
居
が
覆
立
て
ま
す
し
、
後

に
な
っ
て
つ
ご
う
の
よ
い
と
き

に
免
除
さ
れ
た
か
け
金
を
追
航

す
れ
ば
、
、一き
ち
ん
と
か
け
金
を

納
品

τき
た
人
と
同
じ
年
金
を

受
け
る
ζ

ζ

が
で
き
ま
す
。

何
出
口
出
持
込
は
叩
月
封
日

午
撞
1
時

t
午
後
3
時
迄

付
出
品
梓
一帯
り
は
日
月
3
日

午
後
2
時

却
台

f
午
桂
4
梓
d

.
会
場
企
畏
館
講
堂

・
出
品
者
区
分

小
学
生
以
下

中
高
青
年
、

一
般

・
出
品
物
区
分
菊
花
、
鉢
植

金
殺
、
珍
木
そ
の
他

・
入
賞
各
出
品
物
及
出
品
者

区
分
に
よ
思
各
3
宰
迄
賞
品

を
聞
呈

・
出
品
物
は
.
世
ず
自
一刀
で
む

成
し
た
唱も
の
で
あ
る
こ
と
e

(隣
入
し
た
り
、
買
っ
た
号
し

た
も
旬
で
な
い
こ
と
)

三、

北
姐
会
前
田

g
r

路
日
日
月

1
E
I
n月
g
r
f

(
臨
込
用
紙
は
公
畏
僅
に
用

意
し
て
串
り
ま
す
)

建

国「
あ
ざ
み
句
会
」
作

品

O
畏
噴
く
夜
が
続
き
て
皇
子

愚
翠

ν
上
野

良

‘O 
郭主山
岳E越
呼 Jえ

ぶて
行い

喜
〈
霊
平

H

庫
元
青
並

C
結
青
白
書
展
け
た
り
磁
匂
う

M

鈴

木

幹

O 

空
~ 

や

狩
場
t主
"衣ぃ
抑~
掘し
干 て
母

。
春
昼
白
日
高
銘
に
親
子
馬

た
わ
む
る

H

早
瀬
実
証

O 
赤
銅
即i
汗
桝り
~聖士
" たヨ
近 り
麗 炎
拝也王

室主二下

O
畦
端
の
刈
草
匂
う
薄
墨
か
な

H

内
島
幸
二

O 
背気

高重
げ変て.
夫
" tま
中氷L
山田五
ーに
秋

O ム

大 雲ー
と 在り

哩，-.. ~ 
<:" m. 
f': 
中
/?: 
E 蹴
)!I ぁ
智らり

志L

O
少
F

一耳
憎
青
酸
殺
を
み
て
掻
し

H

上

野

良


